保 護 者 殿

治癒証明書について

　　　　　　　　　                    
　　　お子様は（　　　　　　　　　　）でお休みされていますが、学校保健安全法

施工規則により下記の感染症にかかった場合、他の幼児に伝染する恐れがある間
は、登園の許可が出るまで欠席ではなく出席停止の扱いとなります。

　　　登園の際は主治医の許可である下記の「治癒証明書」を必ず持参して下さい。

　　平成　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぜんじ幼稚園園長

　　　　　　　　　　　　　              記

【 出 席 停 止 基 準 】

　（学校保健安全法　第１種）…　治癒するまで
　　エボラ出血熱、ペスト、ジフテリア、鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１型)、等

　（学校保健安全法　第２種）…　疾病ごと下記のとおり

　　１、インフルエンザ　　　　発症翌日５日を経過しかつ幼児は解熱後３日を経過
(Ｈ５Ｎ１型以外)　　　するまで。　　　　　　　

　　２、百日咳　　　　　　　　特有のせきが消失するまで又は５日間の適正な抗菌

性物質製剤による治療が終了するまで。

　　３、麻しん(はしか)　　　　解熱した後３日を経過するまで。

　　４、流行性耳下腺炎　　　　耳下腺、顎下線又は舌下線の腫脹が発現した後５日

(おたふくかぜ)　　　　を経過し、かつ、全身状態が良好になるまで。

　　５、風しん(３日はしか)　　発疹が消失するまで。

　　６、水痘(水ぼうそう)　　　すべての発疹が痂皮化するまで。

　　７、咽頭結膜熱(プール熱)　主要症状が消退した後２日を経過するまで。

　　８、結核・髄膜炎菌性髄膜炎 医師において伝染のおそれがないと認められるまで。

　　　　

　（学校保健安全法　第３種）…　医師において感染の恐れがないと認めるまで
　　９、コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症(Ｏ－１５７、０２６等)、
　　　　腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、
　　　　　　　

（その他の伝染病）…　学校として出席停止が必要又は医師の指示に従う伝染病
　　１０、感染性胃腸炎(ノロ・ロタウイルス感染症)、溶連菌感染症(しょうこう熱)、

ウイルス性肝炎、手足口病、伝染性紅班(リンゴ病)、ヘルパンギーナ、

マイコプラズマ感染症(肺炎)、急性細菌性感染症(ＲＳウイルス等)、等

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥キリトリセン‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　　　　　　　治　癒　証　明　書
　　　　　　　　　　　　　　組　　　　幼児名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　上記の幼児の（　　　　　　　　　　）は症状が回復し、集団生活に支障が
　　ない状態となり、治癒または伝染のおそれのないことを証明します。

　　　平成　　　年　　　月　　　日　　医師氏名　　　　　　　　　　　　　印

　　　ほ ぜ ん じ 幼 稚 園 園 長 殿
